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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
小
説
サ
イ
ト
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の

小
説
を
、
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
変
換
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
作
者
に
あ
り
、
作
者
ま
た
は
「
小
説

家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ウ
メ
研
究
所
に

無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
お
よ
び
小
説
を
引
用
を
超
え
る
範
囲
で
転
載
、

改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
し
ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人

用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
個
人
用
途
で
の
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
名
】

　
銀
魂
　
外
伝
～
戦
場
を
謳
っ
た
少
女
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
２
２
９
Ｄ

【
作
者
名
】

　
い
と
む
ぎ
あ
む

【
あ
ら
す
じ
】

　
銀
時
た
ち
を
支
え
た
た
っ
た
一
人
の
少
女
。
少
女
に
思
い
を
馳
せ
る
銀
時
た

ち
は
・
・
・
・
。
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序
章
　
過
去
っ
て
の
は
、
ど
ん
な
に
忘
れ
た
く
て
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
！

　
ず
っ
と
前
・
・
・
・
い
や
。
も
の
す
ご
く
前
の
こ
と
だ
。
俺
た
ち
が
攘
夷
志

士
と
し
て
天
人
と
や
り
あ
っ
て
い
た
時
代
。
あ
の
女
は
い
た
ん
だ
、
す
ぐ
傍
に
。

あ
ま
ん
と

「
銀
さ
～
ん
、
高
杉
、
坂
本
、
ヅ
ラ
！
食
事
、
ち
ゃ
ん
と
取
ら
な
く
ち
ゃ
ダ
メ

だ
よ
？
」

「
お
ー
い
、
誰
だ
よ
？
綾
美
の
お
に
ぎ
り
残
し
た
ヤ
ロ
ー
は
よ
ぉ
？
」

あ
や
み

「
綾
美
。
ヅ
ラ
じ
ゃ
な
い
、
桂
だ
」

「
は
い
は
い
。
分
か
っ
た
よ
、
ヅ
ラ
」

「
ヅ
ラ
じ
ゃ
な
い
！
桂
だ
！
！
」

　
幾
野
寺
綾
美
。
攘
夷
の
兄
に
つ
い
て
こ
こ
に
き
て
、
ウ
チ
の
食
事
係
を
し
て

い
く
の
じ
あ
や
み

も
ら
っ
て
い
る
。
お
し
と
や
か
そ
う
だ
が
、
外
見
と
は
裏
腹
に
、
兄
か
ら
剣
術

を
教
わ
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
そ
こ
銀
時
の
相
手
ぐ
ら
い
に
は
な
る
。

「
お
ー
い
、
高
杉
ぃ
～
。
テ
メ
ー
も
喰
っ
と
け
」

「
・
・
・
・
」

「
は
ぁ
～
・
・
・
・
し
か
た
ね
ェ
な
。
綾
美
ぃ
～
、
高
杉
の
分
俺
に
よ
こ
せ
」

ソ
イ
ツ

　
銀
時
が
高
杉
の
分
の
お
に
ぎ
り
を
取
ろ
う
と
し
た
時
、
綾
美
が
ひ
ょ
い
っ
と

頭
の
上
に
持
ち
上
げ
た
。

「
ダ
ー
メ
！
こ
れ
は
、
晋
助
の
よ
！
銀
ち
ゃ
ん
は
、
食
べ
た
で
し
ょ
？
」

「
ケ
チ
～
！
じ
ゃ
、
代
わ
り
に
綾
美
を
く
れ
」

「
「
い
っ
ぺ
ん
死
ね
」
」

　
桂
と
高
杉
の
は
も
り
に
綾
美
は
大
笑
い
。
・
・
・
こ
れ
が
、
俺
た
ち
の
最
後

の
夜
。

　
『
万
事
屋
銀
ち
ゃ
ん
』
の
看
板
が
立
て
て
あ
る
二
階
。
ソ
フ
ァ
ー
で
顔
に
ジ

ャ
ン
プ
を
乗
っ
け
て
昼
寝
す
る
の
が
、
ご
存
知
の
通
り
、
万
事
屋
銀
ち
ゃ
ん
の

店
主
（
？
）
、
坂
田
銀
時
。

さ
か
た
ぎ
ん
と
き
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「
・
・
・
・
っ
く
し
ょ
・
・
・
嫌
な
夢
見
ち
ま
っ
た
」

　
と
、
呟
い
た
。
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壱
章
　
女
の
嫁
入
り
は
突
然
。
そ
し
て
、
別
れ
も
突
然
？
（
前
書
き
）

は
い
。
な
ん
か
、
ウ
ダ
ウ
ダ
と
始
ま
っ
た
外
伝
。
ウ
ダ
ウ
ダ
と
付
き
合
っ
て
く

だ
さ
い
。
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壱
章
　
女
の
嫁
入
り
は
突
然
。
そ
し
て
、
別
れ
も
突
然
？

　
そ
し
て
、
少
女
は
帰
っ
て
来
た
。

　
街
中
で
白
の
生
地
に
桜
柄
の
着
物
を
身
に
纏
い
、
背
中
の
帯
に
懐
刀
を
し
ま

い
込
む
一
人
の
少
女
。

「
や
っ
と
・
・
・
・
帰
っ
て
来
れ
た
」

　
そ
の
頃
。
パ
ト
カ
ー
で
見
回
り
す
る
鬼
の
副
長
・
土
方
十
四
郎
と
斬
り
こ
み

ひ
じ
か
た
と
う
し
ろ
う

隊
長
の
沖
田
総
吾
。
・
・
・
・
今
日
も
暇
で
あ
る
。

お
き
た
そ
う
ご

「
あ
ー
ぁ
。
な
ん
で
こ
ん
な
ク
ソ
暑
い
日
に
、
コ
イ
ツ
と
見
回
り
な
ん
ぞ
し
な

き
ゃ
な
ん
ね
ー
ん
だ
よ
」

「
そ
の
言
葉
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
返
し
ま
す
ぜ
ィ
、
土
方
さ
ん
」

　
総
吾
は
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
助
席
に
座
っ
て
い
た
。
と
、
そ
の
時
。
突
然
、

目
の
前
に
子
供
が
飛
び
出
し
て
き
て
、
土
方
は
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
。

「
チ
ッ
。
間
に
あ
わ
・
・
・
・
！
」

　
そ
の
時
。
子
供
を
自
分
の
腕
の
中
に
隠
し
、
懐
刀
を
前
に
構
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
パ
ッ

　
そ
の
瞬
間
。
パ
ト
カ
ー
の
タ
イ
ヤ
が
す
べ
て
パ
ン
ク
し
た
。
慌
て
て
ハ
ン
ド

ル
を
切
っ
た
が
、
パ
ト
カ
ー
は
店
の
看
板
に
激
突
し
た
。

「
テ
メ
ッ
・
・
・
あ
ぶ
ね
ー
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
！
」

「
あ
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
。
え
っ
と
・
・
・
・
真
選
組
の
方
で
す
か
？
」

　
笠
を
取
る
と
、
綺
麗
な
淡
い
ブ
ラ
ウ
ン
色
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
赤
眼
の
美
少

か
さ
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女
が
現
れ
た
。
そ
の
姿
は
、
あ
の
沖
田
ミ
ツ
バ
に
・
・
・
・
。

「
あ
の
・
・
・
・
」

「
あ
、
あ
ぁ
。
な
ん
だ
？
」

「
真
選
組
の
屯
所
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
お
呼
ば
れ
し
て
る
ん

で
す
。
近
藤
さ
ん
に
」

「
あ
・
・
・
・
？
」

　
『
真
選
組
、
屯
所
』

　
畳
み
の
和
室
に
近
藤
と
向
か
い
合
っ
て
話
す
少
女
。
そ
れ
を
向
こ
う
か
ら
見

つ
め
る
隊
士
た
ち
。

「
お
い
。
あ
の
女
の
子
は
誰
な
ん
だ
？
ま
、
ま
さ
か
！
局
長
っ
て
実
は
ロ
リ
コ

ン
？
」

「
ん
な
わ
け
あ
る
か
！
副
長
な
ら
ま
だ
し
も
」

「
だ
な
。
副
長
っ
て
実
は
ロ
リ
コ
ン
っ
ぽ
い
し
」

「
誰
が
ロ
リ
コ
ン
だ
っ
て
！
？
」

「
ふ
、
副
長
！
！
！
！
」

「
テ
メ
ー
ら
、
全
員
切
腹
だ
ゴ
ラ
ァ
！
！
！
！
！
」

　
刀
を
振
り
回
す
土
方
の
姿
に
気
づ
い
た
少
女
は
、
障
子
の
ド
ア
を
開
け
て
、

向
こ
う
を
覗
い
た
。
す
る
と
、
丁
度
土
方
と
顔
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
硬
直
し
た
。

「
な
っ
！
」

「
あ
。
も
し
か
し
て
、
照
れ
て
ま
す
？
顔
、
真
っ
赤
で
す
よ
」

　
少
し
少
女
に
か
ら
か
わ
れ
、
土
方
は
顔
を
真
っ
赤
に
染
め
た
。

「
ど
う
も
。
今
度
か
ら
こ
の
隊
に
入
隊
す
る
、
幾
野
寺
綾
美
で
す
。
早
速
な
ん

い
く
の
じ
あ
や
み

で
す
が
、
“
万
事
屋
銀
ち
ゃ
ん
”
っ
て
ど
こ
で
す
か
？
」

「
は
ぁ
！
？
」
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し
か
た
な
く
総
吾
と
、
綾
美
を
そ
こ
に
案
内
す
る
。
玄
関
に
着
く
な
り
、
出

て
き
た
銀
時
に
飛
び
つ
い
た
綾
美
。

「
銀
ち
ゃ
ー
ん
！
！
」

「
う
わ
！
誰
っ
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
綾
美
？
」

「
う
ん
！
久
し
振
り
！
！
」

「
綾
美
！
！
！
会
い
た
か
っ
た
～
～
～
！
！
！
」

　
抱
き
合
っ
た
二
人
の
光
景
に
、
土
方
は
思
わ
ず
タ
バ
コ
を
落
し
た
。
総
吾
は

冷
や
か
す
よ
う
に
、
ひ
ゅ
ー
、
ひ
ゅ
ー
な
ど
と
叫
ん
で
い
た
。

「
な
っ
！
テ
メ
ー
ら
ど
う
い
う
関
係
だ
！
！
！
？
？
」

「
ん
ぁ
？
そ
り
ゃ
オ
メ
ー
、
コ
イ
ツ
は
俺
の
か
の
・
・
・
ぶ
ほ
っ
！
！
」

　
“
彼
女
”
と
い
う
前
に
、
顎
に
綾
美
の
パ
ン
チ
を
喰
ら
っ
た
銀
時
は
、
そ
の

ま
ま
気
絶
。

「
た
だ
の
友
達
よ
。
昔
あ
っ
た
攘
夷
戦
争
に
ア
タ
シ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
参
加
し

た
の
。
そ
の
時
に
一
緒
に
つ
い
て
い
っ
た
の
。
ち
な
み
に
現
在
の
年
は
、
銀
時

と
二
歳
違
い
」

「
え
ー
、
マ
ジ
で
す
か
？
っ
て
こ
と
は
・
・
・
・
姉
上
と
同
い
年
で
す
ね
」

「
・
・
・
・
」

「
お
姉
さ
ん
？
総
吾
ク
ン
っ
て
お
姉
さ
ん
が
い
る
の
？
」

「
は
い
。
・
・
・
・
随
分
前
に
死
に
や
し
た
」

「
あ
・
・
・
・
ご
め
ん
」

　
沖
田
ミ
ツ
バ
。
総
吾
の
姉
で
、
土
方
の
想
い
人
。
彼
女
は
、
つ
い
先
日
に
亡

く
な
っ
た
。
土
方
も
内
面
で
は
、
ま
だ
引
き
ず
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ
に
綾

美
は
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
顔
を
伏
せ
た
。
そ
ん
な
場
の
重
い
空
気
を
吹
っ
飛

ば
し
た
の
が
、
鼻
血
を
出
し
て
倒
れ
る
銀
時
だ
っ
た
。

「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
そ
の
へ
ん
に
し
て
く
れ
る
？
こ
れ
か
ら
俺
達
で
、
い
ろ
い
ろ
や

ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
し
」

「
お
い
。
そ
の
や
り
た
い
こ
と
っ
て
な
ん
だ
？
言
え
。
返
答
次
第
で
は
、
今
す

ぐ
地
獄
送
り
に
し
て
や
る
。
甘
党
天
然
パ
ー
マ
」

　
す
ぐ
さ
ま
黒
い
瘴
気
を
発
し
て
刀
を
抜
き
か
け
た
。

オ
ー
ラ

「
ま
、
そ
れ
は
冗
談
と
し
て
・
・
・
。
冗
談
だ
っ
て
」
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「
・
・
・
・
で
、
ヅ
ラ
と
晋
助
は
？
」

　
そ
の
言
葉
に
土
方
と
総
吾
は
眉
間
に
皺
を
寄
せ
た
。
二
人
の
表
情
に
銀
時
は

目
を
逸
ら
し
、
綾
美
は
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
る
。

「
あ
ー
・
・
・
・
あ
い
つ
等
は
な
・
・
・
・
お
尋
ね
者
な
わ
け
よ
」

「
・
・
・
・
え
？
」

「
高
杉
の
ヤ
ロ
ー
は
、
幕
府
を
潰
す
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て
て
さ
。
ヅ
ラ
は
、

テ
ロ
リ
ス
ト
だ
し
」

「
ヅ
ラ
じ
ゃ
な
い
。
桂
だ
」

「
あ
・
・
・
ヅ
ラ
」

「
お
ぉ
、
久
し
振
り
だ
な
・
・
・
・
・
綾
美
」

「
お
い
。
今
一
瞬
忘
れ
た
ろ
？
ア
タ
シ
の
名
前
」

「
桂
ァ
ァ
！
！
！
！
！
」

　
土
方
は
、
一
瞬
に
し
て
刀
を
抜
き
、
桂
に
斬
り
か
か
っ
た
。
そ
れ
に
逸
早
く

勘
付
い
た
綾
美
は
、
持
っ
て
い
た
懐
刀
で
、
綺
麗
に
受
け
止
め
た
。

「
な
っ
！
テ
メ
ェ
・
・
・
・
何
の
マ
ネ
だ
？
」

「
・
・
・
・
・
結
構
軽
い
ん
で
す
ね
。
土
方
さ
ん
の
剣
筋
っ
て
」

「
っ
！
本
気
で
い
く
ぞ
？
」

「
ど
う
ぞ
」

　
と
、
そ
の
時
。
土
方
が
少
し
刀
に
力
を
入
れ
た
瞬
間
、
懐
刀
は
折
れ
、
そ
の

ま
ま
綾
美
を
斬
り
つ
け
よ
う
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
シ
ッ

　
土
方
の
刀
は
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
綾
美
の
素
手
に
よ
っ
て
、
頬
ギ
リ
ギ
リ
で

・
・

振
り
払
わ
れ
た
。

「
な
っ
！
」

「
素
手
！
！
」



銀魂　外伝～戦場を謳った少女～

9

　
流
石
の
総
吾
も
こ
れ
に
は
驚
い
た
。
綾
美
の
手
は
傷
ど
こ
ろ
か
、
掠
り
傷
１

つ
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

「
ほ
ぉ
・
・
・
・
。
テ
メ
ェ
・
・
た
だ
の
剣
士
じ
ゃ
ね
ー
な
？
」

「
綾
美
・
・
・
お
前
、
ま
さ
か
・
・
・
・
」

「
う
ん
。
火
焔
流
を
祖
父
か
ら
教
わ
っ
た
わ
」

か
え
ん
り
ゅ
う

「
火
焔
流
・
・
・
・
聞
い
た
こ
と
あ
る
ま
す
ぜ
。
す
ば
や
さ
は
劣
る
が
、
そ
の

偉
力
。
そ
し
て
、
刀
を
持
た
ず
し
て
、
素
手
の
手
法
も
教
え
る
と
い
う
古
流
の

一
つ
」

　
柳
生
流
な
ど
と
い
う
数
知
れ
な
い
有
名
な
道
場
の
中
で
一
番
古
い
流
派
で
あ

る
火
焔
流
。
乱
暴
な
土
方
の
刀
筋
で
は
、
絶
対
に
綾
美
に
は
勝
て
な
い
。

「
チ
ッ
。
刀
に
ヒ
ビ
が
入
っ
ち
ま
っ
た
」

「
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
！
弁
償
し
ま
す
ん
で
！
！
」

　
綾
美
は
本
当
に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
上
半
身
を
九
十
度
下
げ
て
お
辞
儀
。

「
綾
美
。
な
ん
で
、
こ
い
つ
等
と
い
ん
の
？
」

「
え
・
・
・
？
そ
れ
は
、
今
度
か
ら
真
選
組
の
女
隊
士
と
し
て
、
真
選
組
に
入

隊
す
る
か
ら
で
す
」

「
何
ィ
ィ
ィ
ィ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
綾
美
！
！
！
！
そ
れ
は
お
母

さ
ん
許
し
ま
せ
ぇ
ぇ
ん
！
！
！
！
」

「
だ
ぁ
れ
が
、
お
母
さ
ん
じ
ゃ
ー
！
！
！
！
！
」

「
こ
ん
な
マ
ヨ
ラ
ー
に
嫁
入
り
さ
せ
る
く
ら
い
な
ら
、
俺
が
綾
美
を
貰
う
！
！

！
！
」

「
訳
の
わ
か
ん
ね
ー
事
言
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
！
！
！
！
」

　
と
、
ま
ぁ
万
事
屋
は
い
つ
も
賑
や
か
で
す
。

「
オ
イ
ィ
ィ
ィ
！
！
！
！
勝
手
に
オ
チ
い
れ
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
！
！
！
！
！
！
！

！
」
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壱
章
　
女
の
嫁
入
り
は
突
然
。
そ
し
て
、
別
れ
も
突
然
？
（
後
書
き
）

銀
：
お
う
！
な
ん
か
ギ
ャ
グ
満
載
だ
な
。

土
：
知
る
か
。
・
・
・
っ
て
か
、
肝
心
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
ど
う
し
た
？

綾
：
は
ー
い
！
！
す
い
ま
せ
ん
、
遅
れ
ま
し
た
！
！

銀
：
オ
イ
ィ
ィ
！
！
！
も
う
コ
ー
ナ
ー
終
わ
る
よ
！
！
！

土
：
な
ん
の
コ
ー
ナ
ー
な
ん
だ
？

銀
：
勿
論
、
俺
と
綾
美
の
愛
を
語
る
コ
ー
・
・
・
ご
ふ
っ
！
！

綾
：
そ
の
め
で
た
い
脳
み
そ
を
真
っ
二
つ
に
斬
っ
て
や
る
。

土
：
・
・
・
・
。
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弐
章
　
こ
う
い
う
時
に
限
っ
て
置
き
傘
が
な
い
こ
と
に
物
凄
く
腹
立
つ
！
！
！
（
前
書
き
）

な
ん
か
、
銀
時
↓
↑
綾
美
↑
土
方
み
た
い
な
？
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弐
章
　
こ
う
い
う
時
に
限
っ
て
置
き
傘
が
な
い
こ
と
に
物
凄
く
腹
立
つ
！
！
！

　
瓦
の
屋
根
の
上
で
寝
転
が
る
銀
時
と
高
杉
。
二
人
の
間
に
座
る
綾
美
。

「
ね
ぇ
、
銀
時
、
晋
助
。
こ
の
戦
が
終
わ
っ
た
ら
、
ア
タ
シ
ど
っ
ち
か
の
お
嫁

さ
ん
に
な
っ
て
あ
げ
る
。
兄
上
も
『
二
人
な
ら
、
綾
美
を
任
せ
ら
れ
る
』
っ
て

言
っ
て
た
」

「
そ
り
ゃ
い
い
や
。
じ
ゃ
、
明
日
で
最
後
に
し
よ
う
ぜ
。
絶
対
生
き
延
び
て
や

る
」

「
晋
助
は
？
」

「
・
・
・
・
」

「
っ
て
・
・
・
寝
て
る
し
」

「
じ
ゃ
、
俺
の
嫁
っ
て
こ
と
で
」

「
フ
ン
。
ま
だ
返
事
も
ら
っ
て
な
い
も
ん
」

「
チ
ッ
。
モ
テ
る
な
～
、
高
杉
は
」

　
悔
し
そ
う
に
寝
直
す
銀
時
。

「
絶
対
や
ぞ
、
銀
時
。
も
う
・
・
・
死
ん
で
ほ
し
く
な
い
」

　
と
、
私
は
呟
い
た
。

―
―
―
・
・
・
・
・
。
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薄
っ
す
ら
と
憶
え
て
い
る
。

　
思
い
出
し
た
く
な
い
あ
の
夜
。

　
い
つ
ま
で
も
背
負
っ
て
い
る
過
去
。

　
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
っ
て
い
る
過
去
。

　
忘
れ
た
い
あ
の
忌
ま
わ
し
い
過
去
。

　
彼
ら
は
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
ア
タ
シ
は
・
・
・
・
・
。

　
血
塗
ら
れ
た
遠
い
記
憶
。
・
・
・
よ
く
憶
え
て
い
な
い
。

「
お
ー
い
。
起
き
ろ
」

　
土
方
の
声
。

「
ん
～
・
・
・
・
。
今
日
は
土
曜
日
よ
、
お
父
様
。
ま
っ
た
く
、
ボ
ケ
が
激
し

い
ん
だ
か
ら
」

「
誰
が
お
父
様
だ
！
！
！
ボ
ケ
て
ね
ー
し
、
今
日
は
月
曜
だ
！
！
！
」

「
あ
。
ト
シ
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
テ
メ
ー
は
そ
の
呼
び
方
で
呼
ぶ
な
！
！
」

「
ケ
チ
く
さ
い
な
。
い
い
じ
ゃ
な
い
、
十
四
郎
さ
ん
」

・
・
・
・
・

「
っ
―
―
―
！
！
！
」

「
ウ
ソ
。
冗
談
よ
。
昨
日
、
山
崎
さ
ん
か
ら
聞
い
た
の
」

「
っ
・
・
・
・
山
崎
の
ヤ
ロ
・
・
・
余
計
な
こ
と
を
っ
！
！
」

「
土
方
さ
ん
、
着
替
え
る
か
ら
出
て
け
」
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と
、
土
方
を
部
屋
か
ら
追
い
出
し
た
。

　
昨
日
、
旧
友
の
坂
田
銀
時
に
会
い
に
行
っ
た
女
隊
士
、
幾
野
寺
綾
美
。
銀
時

に
は
入
隊
を
反
対
さ
れ
、
し
か
た
な
く
条
件
付
き
で
綾
美
は
入
隊
。
そ
の
条
件

と
は
・
・
・
・
。

「
お
ー
い
。
来
た
ぞ
、
綾
美
」

　
そ
う
。
毎
日
屯
所
に
銀
時
は
顔
を
出
す
こ
と
。
今
日
は
、
連
れ
の
二
人
も
。

「
よ
ろ
し
く
ネ
。
ア
タ
シ
、
神
楽
」

「
僕
は
、
志
村
新
八
で
す
。
で
も
、
ホ
ン
ト
に
銀
さ
ん
と
二
歳
違
い
な
ん
で
す

か
？
綾
美
さ
ん
の
ほ
う
が
大
人
っ
ぽ
い
で
す
」

「
そ
う
ネ
。
な
ん
か
大
人
の
匂
い
が
す
る
ネ
」

「
そ
、
そ
う
？
」

「
ち
ょ
っ
と
ヤ
ミ
臭
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
お
ー
い
多
串
く
ー
ん
。
ま
さ

か
と
は
思
う
け
ど
、
ウ
チ
の
綾
美
ち
ゃ
ん
に
手
ェ
出
し
て
な
い
よ
ね
？
」

「
ん
な
わ
け
あ
る
か
。
俺
が
こ
ん
な
餓
鬼
に
・
・
・
ぶ
ほ
っ
！
！
！
」

ガ
キ

「
誰
が
ガ
キ
だ
」

　
土
方
は
勿
論
、
綾
美
の
鉄
拳
を
喰
ら
っ
た
。
す
る
と
、
綾
美
の
後
ろ
で
昼
寝

し
て
い
た
総
吾
が
起
き
た
。

「
な
ん
で
ィ
。
旦
那
じ
ゃ
ね
ぇ
で
す
か
ィ
」

「
な
ん
ネ
、
サ
ド
ア
ル
カ
」

「
よ
ぉ
、
チ
ャ
イ
ナ
。
今
日
こ
そ
決
着
つ
け
て
や
る
」

と
、
や
り
合
い
始
め
た
神
楽
と
総
吾
。
そ
れ
を
見
て
、
綾
美
は
ク
ス
ク
ス
笑
い

出
し
た
。
そ
れ
に
銀
時
、
沖
田
、
土
方
は
、
ミ
ツ
バ
と
重
ね
た
。
土
方
は
思
わ

ず
口
か
ら
タ
バ
コ
を
落
と
し
た
。

「
・
・
・
・
」

「
あ
、
土
方
さ
ん
！
タ
バ
コ
、
落
と
し
ま
し
た
よ
？
・
・
・
・
土
方
さ
ん
？
」

「
・
・
・
い
や
。
な
ん
で
も
ね
ぇ
」

「
ふ
ぅ
ん
。
・
・
・
・
な
ん
で
も
、
ミ
ツ
バ
さ
ん
と
重
ね
る
ん
で
す
ね
」

「
「
「
！
！
！
！
」
」
」

「
・
・
・
・
ふ
ぅ
、
さ
て
と
。
私
は
ち
ょ
っ
と
道
場
の
ほ
う
へ
行
っ
て
き
ま
す
。
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長
刀
は
久
し
振
り
だ
か
ら
ね
。
慣
ら
さ
な
い
と
」

　
静
か
に
去
っ
て
い
っ
た
綾
美
を
見
て
、
銀
時
は
ポ
リ
ポ
リ
と
頭
を
掻
い
た
。

「
あ
ー
・
・
・
な
ん
で
こ
う
い
う
時
だ
け
勘
強
い
ん
だ
か
」

「
あ
あ
い
う
女
は
、
ど
ー
も
苦
手
だ
」

　
と
、
タ
バ
コ
に
火
を
点
け
た
土
方
。

　
竹
刀
を
振
る
う
綾
美
。
竹
刀
を
一
度
下
ろ
す
と
、
懐
か
ら
２
つ
に
折
っ
て
あ

る
紙
を
取
り
出
し
た
。
静
か
に
開
く
と
、
そ
こ
に
は
家
族
の
姿
が
写
っ
た
写
真

だ
っ
た
。

「
・
・
・
・
兄
上
、
母
上
、
父
上
。
私
は
・
・
・
・
元
気
よ
」

「
幾
野
寺
義
明
」

い
く
の
じ
よ
し
あ
き

「
！
銀
ち
ゃ
ん
」

「
よ
ぉ
。
相
手
し
て
や
ろ
う
か
？
」

「
・
・
・
・
い
い
。
ね
ぇ
、
ど
う
し
て
私
が
助
か
っ
た
か
・
・
・
知
り
た
い
？
」

「
い
や
」

「
じ
ゃ
、
こ
れ
は
独
り
言
」

「
・
・
・
・
・
」

―
―
―
あ
れ
は
、
最
後
の
夜
を
終
え
た
次
の
日
の
朝
。

「
じ
ゃ
、
行
っ
て
く
る
わ
」

「
・
・
・
・
」

「
終
わ
る
？
こ
れ
で
戦
は
終
わ
る
ん
？
」

「
あ
ぁ
、
終
わ
る
と
も
。
綾
美
、
良
い
子
で
待
っ
て
い
ろ
よ
？
」

「
・
・
・
う
ん
」

　
綾
美
の
頭
を
撫
で
て
、
義
明
は
銀
時
た
ち
を
連
れ
て
戦
に
出
掛
け
た
。

　
小
屋
で
数
人
の
武
士
た
ち
と
帰
り
を
待
つ
綾
美
。
そ
の
時
に
小
屋
に
投
げ
込

ま
れ
た
の
が
、
火
玉
だ
っ
た
。
小
屋
ど
ん
ど
ん
燃
え
上
が
り
、
し
か
た
な
く
怪

我
人
を
担
い
で
皆
で
外
に
逃
げ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
天
人
た
ち
の
思
う
壺
だ

あ
ま
ん
と
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っ
た
。
外
に
い
た
見
張
り
は
す
べ
て
や
ら
れ
、
外
で
私
達
を
待
ち
構
え
て
い
た
。

そ
の
時
は
、
足
が
竦
ん
で
立
て
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
私
の
足
元
に
転
が
っ
た

刀
。
そ
れ
を
手
に
取
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

「
お
い
。
こ
の
女
、
ボ
ス
の
土
産
に
し
ね
？
」

「
い
い
な
」

　
と
、
綾
美
の
ほ
う
へ
手
を
伸
ば
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
シ
ュ
ッ

　
天
人
の
手
は
、
バ
ッ
サ
リ
斬
ら
れ
た
。
ゆ
ら
り
と
立
っ
た
綾
美
の
目
の
色
は

完
全
に
赤
く
染
ま
っ
て
い
た
。

「
な
っ
！
よ
く
も
・
・
・
・
小
娘
が
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
や
っ
ち
ま
え
！
！
！
」

　
数
時
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
綾
美
の
足
元
に
は
、
天
人
の
死
体
が
転
が
っ
た
。

正
気
を
取
り
戻
し
た
綾
美
は
、
そ
の
光
景
に
絶
叫
し
た
。

「
あ
・
・
・
あ
・
・
・
・
う
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
」

　
刀
を
落
と
し
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
。
そ
の
後
は
・
・
・
・
よ
く
覚
え

て
い
な
い
。

　
そ
し
て
、
あ
る
老
夫
婦
に
拾
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
置
い
て
も
ら
っ
た
。
戦
の
終

戦
後
、
私
は
家
へ
と
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
兄
の
死
を
知
ら
さ
れ
た
。

―
―
―
・
・
・
・
・
。
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「
ま
。
そ
し
て
こ
こ
に
い
る
の
。
・
・
・
・
・
ま
だ
忘
れ
ら
れ
な
い
。
あ
の
肉

を
斬
っ
た
感
触
が
・
・
」

「
・
・
・
・
」

「
あ
れ
以
来
、
人
を
斬
る
時
は
い
つ
も
理
性
が
飛
ぶ
。
気
が
付
い
た
時
に
は
、

足
元
に
い
つ
も
死
体
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
怖
く
て
人
は
斬
れ
な
い
」

「
・
・
・
・
じ
ゃ
、
ど
う
し
て
テ
メ
ー
は
こ
こ
に
い
る
？
」

「
え
・
・
？
そ
れ
は
、
祖
父
が
亡
く
な
っ
て
、
祖
父
が
真
選
組
の
近
藤
局
長
に

言
っ
て
こ
こ
に
・
・
・
」

「
違
う
な
」

「
？
」

「
テ
メ
ー
は
他
人
を
斬
る
の
が
恐
ろ
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
い
つ
か
、
大
切
な
モ

ン
ま
で
斬
っ
ち
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
恐
れ
て
る
ん
だ
」

「
・
・
・
・
こ
れ
以
上
、
何
か
を
失
う
の
が
怖
い
の
。
銀
時
！
」

　
綾
美
は
、
泣
き
顔
を
晒
し
、
銀
時
に
飛
び
つ
い
た
。
そ
っ
と
抱
き
し
め
る
と
、

綾
美
の
顔
を
上
げ
、
そ
っ
と
口
付
け
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ト
ッ

　
そ
れ
を
目
に
し
て
し
ま
っ
た
土
方
は
、
タ
バ
コ
を
口
か
ら
落
と
し
、
舌
打
ち

し
て
そ
の
場
を
静
か
に
去
っ
た
。

鬼
兵
隊

「
晋
助
、
面
白
い
情
報
が
入
っ
た
で
ご
ざ
る
よ
」

「
な
ん
だ
、
万
斎
か
」
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「
あ
の
幾
野
寺
義
明
の
妹
、
幾
野
寺
綾
美
が
真
選
組
に
入
隊
し
た
で
ご
ざ
る
よ
」

「
・
・
・
・
そ
う
か
。
・
・
・
ク
ク
ッ
、
面
白
い
こ
と
に
な
っ
て
き
た
」

　
嵐
の
予
感
に
今
の
私
は
ま
っ
た
く
気
づ
か
な
か
っ
た
。
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弐
章
　
こ
う
い
う
時
に
限
っ
て
置
き
傘
が
な
い
こ
と
に
物
凄
く
腹
立
つ
！
！
！
（
後
書
き
）

銀
：
す
っ
げ
ぇ
～
、
俺
と
綾
美
の
ラ
ブ
シ
ー
ン
が
あ
る
よ
！
な
ぁ
、
多
串
ク
ン

！
！

土
：
誰
が
多
串
だ
！
・
・
・
・
チ
ッ
。

銀
：
あ
～
？
今
舌
打
ち
し
な
か
っ
た
ぁ
～
～
？
？

土
：
い
っ
ぺ
ん
死
ね
。

綾
：
ほ
ら
ほ
ら
、
喧
嘩
し
な
い
の
！
何
、
副
長
も
ラ
ブ
シ
ー
ン
が
欲
し
か
っ
た

の
？

土
：
／
／
／
／
／
ん
な
わ
け
あ
る
か
ぁ
ぁ
！
！
！
！

綾
、
銀
：
あ
、
図
星
。
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参
章
　
女
の
初
恋
は
、
大
抵
失
恋
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
！
人
生
っ
て
悲
惨
だ
！
！
！
！

　
高
杉
・
・
・
・
晋
助
。
晋
助
！
！
銀
・
・
・
ち
ゃ
ん
？
ヅ
ラ
・
・
・
・
坂
本

ぉ
・
・
・
皆
・
・
・
ど
こ
？

「
・
・
－
い
。
・
・
み
」

　
え
？
誰
？
？

「
あ
や
・
・
・
」

　
誰
？

「
綾
美
！
」

「
あ
！
」

　
目
が
覚
め
た
時
、
綾
美
は
布
団
の
中
に
い
た
。
道
場
で
銀
時
と
話
し
て
い
て
、

キ
ス
し
て
、
そ
の
後
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

「
ん
・
・
・
・
土
方
副
長
」

「
お
い
、
大
丈
夫
か
？
」

「
は
い
。
大
丈
夫
で
す
」

「
そ
う
か
」

　
沈
黙
が
降
り
立
っ
た
。

「
あ
の
・
・
・
・
副
長
？
」

「
な
ん
だ
？
」

「
・
・
・
・
・
い
え
。
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

「
そ
か
。
・
・
・
幾
野
寺
」

「
は
い
？
」
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「
敬
語
」

「
？
」

「
敬
語
、
や
め
ろ
」

「
で
も
・
・
・
・
」

「
や
め
ろ
っ
て
！
」

　
綾
美
は
土
方
の
怒
鳴
り
声
に
身
を
震
わ
せ
た
。
土
方
は
ハ
ッ
と
我
に
返
り
、

誤
っ
た
。

「
・
・
・
わ
り
ィ
」

「
い
え
。
・
・
・
・
・
何
か
、
気
に
障
る
こ
と
を
・
・
・
・
私
が
し
ま
し
た
？
」

「
・
・
・
・
た
ろ
」

「
え
？
」

「
キ
ス
・
・
・
し
て
た
ろ
？
」

「
！
！
！
！
！
？
？
？
？
？
・
・
・
・
・
見
て
た
の
？
」

「
あ
ぁ
」

　
綾
美
は
顔
を
伏
せ
、
指
先
で
唇
の
輪
郭
を
な
ぞ
っ
た
。
す
る
と
、
タ
バ
コ
を

灰
皿
に
押
し
付
け
、
土
方
の
手
が
綾
美
の
髪
へ
と
伸
び
た
。
ゆ
っ
く
り
と
髪
ゴ

ム
を
解
い
て
、
そ
の
髪
に
口
付
け
し
た
。

「
え
・
・
・
？
」

「
・
・
・
・
」

「
ひ
、
土
方
さ
ん
！
？
」

「
・
・
・
・
な
ん
だ
？
」

「
何
し
て
る
ん
で
す
か
？
」

「
・
・
・
・
俺
の
女
だ
っ
て
い
う
証
拠
を
つ
け
て
る
」

モ
ノ

「
！
！
！
！
ひ
、
土
方
さ
・
・
・
！
！
」

　
土
方
の
唇
は
首
筋
へ
と
移
動
し
、
紅
い
花
を
無
数
に
咲
か
せ
た
。
ゆ
っ
く
り

と
唇
を
離
し
、
意
地
悪
そ
う
に
笑
っ
て
み
せ
た
。

「
こ
れ
で
、
万
事
屋
の
ヤ
ロ
ー
も
近
寄
っ
て
こ
ね
ぇ
だ
ろ
？
」

「
／
／
／
／
／
／
い
っ
ぺ
ん
死
ね
！
！
！
」

　
綾
美
は
顔
を
真
っ
赤
に
沸
騰
さ
せ
、
枕
を
土
方
の
ほ
う
に
投
げ
た
。
枕
は
土

方
の
顔
面
を
直
撃
し
、
そ
の
ま
ま
倒
れ
た
。
綾
美
は
両
手
で
顔
を
覆
っ
て
そ
の



銀魂　外伝～戦場を謳った少女～

22

場
か
ら
逃
げ
た
。
一
人
取
り
残
さ
れ
た
土
方
は
、
寝
転
が
っ
た
ま
ま
で
、
さ
っ

き
自
分
の
し
た
事
を
頭
の
中
で
整
理
し
た
。
そ
し
て
、
綾
美
以
上
に
顔
を
真
っ

赤
に
し
た
。

「
何
や
っ
て
ん
だ
？
俺
」

「
ひ
～
じ
～
か
～
た
～
。
死
ね
～
」

「
ゲ
ッ
！
て
め
・
・
・
総
吾
！
！
！
」

「
死
ね
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
！
土
方
ァ
ァ
！
！
！
！
！
」

「
ぎ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
」

　
そ
の
後
、
土
方
は
総
吾
に
ず
っ
と
追
い
か
け
ら
れ
、
血
祭
り
に
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
を
止
め
た
の
が
、
綾
美
自
身
。

「
も
ー
っ
。
い
つ
ま
で
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？
早
く
そ
の
刀
と
バ
ズ
ー
カ
を
し

ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
沖
田
さ
ん
、
十
四
郎
さ
ん
」

・
・
・

「
「
「
「
「
何
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
（
隊
士
全

員
と
総
吾
）
」
」
」
」
」
」

「
え
？
ど
う
し
ま
し
た
？
？
」

「
い
、
幾
野
寺
！
て
め
・
・
・
今
・
・
・
」

「
は
い
！
私
、
中
途
半
端
な
の
嫌
い
な
の
。
恋
人
成
立
な
ら
、
キ
ッ
チ
リ
と
名

前
で
呼
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す
」

「
土
方
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
副
長
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
ト
シ
ィ
ィ
ィ
ィ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

　
そ
の
夜
、
暗
殺
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
一
睡
も
出
来
な
か
っ
た
土
方
で
あ

っ
た
。

　
翌
日
。
恋
人
宣
言
を
し
に
土
方
と
綾
美
は
、
万
事
屋
銀
ち
ゃ
ん
へ
と
足
を
運

ん
だ
が
・
・
・
・
。

「
綾
美
ィ
ィ
ィ
ィ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
お
父
さ
ん
は
許
し
ま
せ
ェ
ェ
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ェ
ん
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
ど
ぁ
れ
（
誰
）
が
、
お
父
さ
ん
じ
ゃ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
」

「
・
・
・
・
・
」

「
十
四
郎
さ
ん
も
言
い
返
し
て
よ
ぉ
！
！
！
！
」

「
「
「
と
、
と
、
十
四
郎
さ
ん
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
？
？
？

？
？
？
？
」
」
」

　
そ
の
呼
び
方
に
は
、
銀
時
、
神
楽
、
新
八
が
同
時
に
驚
い
た
。

「
綾
美
ち
ゅ
ぁ
ん
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
銀
さ
ん
を
見
捨
て
な
い
で
ェ
ェ

ェ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
黙
れ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
こ
の
甘
党
天
然
パ
ー
マ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
ぶ
ぎ
ゃ
っ
！
！
！
！
」

　
綾
美
の
鉄
拳
は
見
事
命
中
。
銀
時
は
そ
の
１
発
で
気
絶
し
た
。
そ
の
強
さ
に

流
石
の
土
方
も
唖
然
。

　
そ
の
日
の
夜
。
攘
夷
浪
士
た
ち
の
密
会
を
潰
し
に
、
真
選
組
が
動
い
た
。
出

遅
れ
た
綾
美
は
、
裏
路
地
に
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
後
ろ
の
懐
か
し

い
気
配
に
身
動
き
１
つ
取
れ
な
か
っ
た
。

「
あ
・
・
・
・
・
、
高
杉
？
」

「
ク
ク
ク
。
久
し
振
り
だ
な
、
綾
美
」

「
っ
・
・
・
・
、
旧
友
に
刀
向
け
る
な
ん
て
、
随
分
と
最
低
な
男
に
な
っ
た
わ

ね
。
高
杉
」

「
『
晋
助
』
っ
て
呼
ば
ね
ぇ
の
か
？
」

「
る
さ
い
。
ア
タ
シ
は
真
選
組
の
隊
士
で
、
土
方
の
恋
人
の
幾
野
寺
綾
美
よ
。

も
う
弱
い
ア
タ
シ
じ
ゃ
な
い
。
な
め
な
い
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
タ
ッ
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高
杉
の
足
元
に
血
液
が
滴
っ
た
。
綾
美
は
後
ろ
か
ら
向
け
ら
れ
た
刀
を
素
手

で
握
っ
て
い
た
。

「
ほ
ぉ
・
・
・
威
勢
の
良
い
女
に
な
っ
た
じ
ゃ
ね
ぇ
か
」

「
ん
ん
っ
！
！
」

　
顔
を
無
理
や
り
向
け
ら
れ
、
深
く
口
付
け
さ
れ
た
。
無
理
や
り
こ
じ
開
け
ら

れ
た
口
の
中
を
舌
が
ど
ん
ど
ん
犯
し
て
ゆ
く
。

「
ん
っ
・
・
・
や
だ
っ
・
・
・
し
ん
・
・
・
す
・
・
け
・
・
！
」

「
綾
美
。
テ
メ
ー
は
俺
の
女
だ
。
そ
の
副
長
さ
ん
に
や
ら
ね
ぇ
よ
」

モ
ノ

「
ん
っ
・
・
・
・
ん
ぁ
・
・
・
！
！
」

「
綾
美
！
ど
こ
だ
ー
！
！
」

　
そ
の
時
に
響
い
た
の
が
、
土
方
の
声
だ
っ
た
。
高
杉
は
舌
打
ち
し
て
、
そ
っ

と
逃
げ
て
い
っ
た
。
綾
美
は
力
が
抜
け
て
、
そ
の
場
に
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

「
く
そ
っ
・
・
・
・
！
晋
助
ぇ
・
・
・
」

「
綾
美
！
・
・
・
・
そ
の
手
・
・
・
ど
う
し
た
？
」

「
っ
・
・
・
・
、
壊
し
て
も
・
・
・
・
変
わ
ら
な
い
の
に
・
・
・
」

「
綾
美
？
」

「
晋
助
の
バ
カ
」

「
は
？
」

「
・
・
・
・
ト
シ
、
帰
ろ
」

「
お
、
お
い
！
と
、
ト
シ
っ
て
・
・
・
」

　
そ
の
夜
。
食
事
も
摂
ら
ず
に
、
綾
美
は
部
屋
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

誰
も
い
な
い
庭
の
池
の
前
で
、
綾
美
は
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
い
た
懐
中
時
計
を

無
理
や
り
引
き
ち
ぎ
っ
て
、
池
に
捨
て
た
。

―
―
―
・
・
・
・
・
。
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「
や
る
よ
」

「
え
？
・
・
・
・
こ
れ
っ
て
、
い
つ
も
晋
助
が
大
切
に
し
て
た
懐
中
時
計
じ
ゃ

ん
！
ダ
メ
だ
よ
！
！
」

「
い
い
よ
。
ど
う
せ
、
も
う
帰
っ
て
こ
ね
ぇ
か
も
し
れ
ね
ぇ
し
」

「
・
・
・
・
酷
い
。
ア
タ
シ
を
一
人
に
す
る
気
？
」

「
・
・
・
・
」

「
絶
対
帰
っ
て
来
い
」

「
・
・
・
・
あ
ぁ
」

―
―
―
・
・
・
・
・
。

　
ゆ
っ
く
り
と
池
に
沈
ん
で
い
く
懐
中
時
計
を
見
送
り
、
涙
を
流
し
な
が
ら
笑

っ
た
。

「
バ
イ
バ
イ
。
ア
タ
シ
の
愛
し
た
高
杉
晋
助
」

　
そ
し
て
、
戦
い
は
始
ま
っ
た
。
初
恋
は
、
悲
惨
に
幕
を
閉
じ
た
。
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参
章
　
女
の
初
恋
は
、
大
抵
失
恋
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
！
人
生
っ
て
悲
惨
だ
！
！
！
！
（
後
書
き
）

銀
：
お
い
お
い
。
高
杉
の
ヤ
ロ
ー
、
会
っ
て
い
き
な
り
キ
ス
か
よ
？
サ
イ
テ
ー
。

高
：
テ
メ
ー
に
言
わ
れ
た
か
ね
ぇ
よ
、
銀
時
。

銀
：
う
わ
！
い
た
の
か
よ
・
・
・
。

桂
：
ま
っ
た
く
、
貴
様
は
ゴ
キ
ブ
リ
の
よ
う
に
現
れ
る
な
。

高
、
銀
：
ど
ん
な
た
と
え
だ
よ
！
！
！
！
？
？
？

綾
：
も
ー
っ
。
喧
嘩
し
な
い
の
！
晋
助
が
変
態
だ
か
ら
、
こ
の
物
語
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
『
ら
ぶ
え
っ
ち
』
が
追
加
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
！
？
少
し
自
覚
を
持

て
よ
、
こ
の
カ
ス
。

銀
：
女
の
子
が
『
カ
ス
』
な
ん
て
言
っ
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ェ
ェ
ェ
ん
！
！
！
！
！

！
！

綾
：
お
前
等
、
や
っ
ぱ
死
ね
。
と
く
に
天
パ
ー
。

銀
：
お
、
俺
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
！
！
？
？
？
？
？
？

桂
、
高
：
良
い
考
え
だ
！

銀
：
ガ
ー
ン
！
銀
さ
ん
シ
ョ
ッ
ク
！
！
！
！
！
！
！



銀魂　外伝～戦場を謳った少女～

27

四
章
　
指
を
紙
で
切
る
と
痛
い
！

　
真
っ
赤
に
散
っ
た
紅
い
花
。
・
・
・
・
兄
の
周
り
に
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
た
。

彼
岸
花
の
如
く
寂
し
く
散
っ
て
ゆ
く
。
綺
麗
な
血
。
見
た
く
な
か
っ
た
の
に
・
・

・
・
。

―
―
―
い
や
・
・
。
置
い
て
い
か
な
い
で
。
私
を
・
・
・
血
で
い
っ
ぱ
い
の
戦

場
に
置
い
て
い
か
な
い
で
！
銀
ち
ゃ
ん
！
・
・
・
皆
！
！
！
―
―
―

「
銀
ち
ゃ
・
・
・
・
、
あ
れ
？
」

　
綾
美
が
手
を
伸
ば
し
た
先
に
は
、
寝
て
い
る
自
分
の
顔
を
覗
き
込
む
銀
時
。

「
・
・
・
何
や
っ
て
る
の
？
銀
ち
ゃ
ん
」

「
あ
」

　
こ
の
後
。
銀
時
は
一
分
後
に
綾
美
の
鉄
拳
を
喰
ら
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も

な
い
。
そ
し
て
、
障
子
を
一
枚
壊
し
た
こ
と
も
（
銀
時
が
吹
っ
飛
ん
で
壊
し
た
）

。「
も
ー
っ
。
寝
込
み
を
襲
う
な
ん
て
、
ス
ト
ー
カ
ー
と
同
じ
よ
」

「
ひ
で
ー
な
。
俺
は
、
お
前
を
王
子
様
の
キ
ス
で
目
覚
め
さ
ｓ
・
・
・
ぐ
は
っ

！
！
」

「
ア
タ
シ
は
白
雪
姫
な
ん
て
軟
弱
な
女
じ
ゃ
な
！
！
！
」

「
お
い
お
い
。
女
が
軟
弱
じ
ゃ
ね
ー
な
ん
て
、
色
気
ね
ぇ
ぞ
」

「
っ
せ
ぇ
。
い
い
も
ん
！
彼
氏
な
ら
も
う
い
る
し
」

「
多
串
ク
ン
？
や
め
た
ほ
う
が
い
い
。
あ
の
ヤ
ロ
ー
は
、
マ
ヨ
ラ
ー
大
魔
王
だ

か
ら
な
。
ヤ
ツ
の
子
な
ん
て
間
違
っ
て
も
産
む
な
よ
。
き
っ
と
マ
ヨ
ラ
ー
王
子

だ
ぜ
」
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「
お
い
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
馬
鹿
に
す
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
万
事
屋
」

「
ゲ
ッ
。
噂
を
す
れ
ば
、
だ
よ
！
」

「
お
は
よ
う
。
十
四
郎
さ
ん
」

「
お
う
」

　
嬉
し
そ
う
に
微
笑
む
綾
美
を
見
て
、
土
方
は
銀
時
と
総
吾
か
ら
黒
い
オ
ー
ラ

を
向
け
ら
れ
て
い
た
。

「
い
ー
よ
な
～
。
多
串
ク
ン
は
、
あ
の
寝
顔
や
笑
顔
を
独
り
占
め
に
で
き
て
さ

～
。
あ
ー
、
も
っ
た
い
ね
ぇ
」

「
旦
那
。
正
確
に
は
、
あ
の
体
に
心
も
独
り
占
め
で
す
よ
」

「
テ
メ
ー
ら
っ
・
・
・
・
嫌
味
か
！
？
」

「
「
さ
ぁ
～
？
？
」
」

　
二
人
し
て
土
方
を
い
じ
め
て
い
た
。
そ
の
光
景
に
綾
美
は
思
わ
ず
お
腹
を
抱

え
て
笑
っ
た
。

「
ア
ハ
ハ
ハ
！
！
！
は
ぁ
・
・
・
こ
ん
な
に
笑
っ
た
の
久
し
振
り
。
・
・
・
・

ね
ぇ
」

「
ん
？
」

「
あ
？
」

「
な
ん
で
ィ
？
」

　
綾
美
は
少
し
間
を
空
け
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
言
っ
た
。

「
皆
、
私
を
置
い
て
い
か
な
い
で
ね
」

「
「
「
・
・
・
・
・
」
」
」

「
綾
美
ち
ゃ
ん
！
あ
っ
ち
で
遊
ぶ
ネ
」

「
う
ん
！
」

　
と
、
話
の
途
中
で
綾
美
は
立
ち
上
が
っ
て
、
神
楽
達
と
近
く
の
公
園
へ
走
っ

て
い
っ
た
。

「
・
・
・
女
っ
て
分
か
ん
ね
ぇ
」

　
銀
時
は
、
そ
う
呟
い
た
。
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公
園
の
ベ
ン
チ
に
座
り
、
定
春
と
遊
ぶ
神
楽
を
見
守
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

さ
だ
は
る

俯
き
手
の
平
を
睨
ん
だ
。
そ
こ
に
は
、
高
杉
の
刀
を
握
っ
た
時
の
傷
。

「
や
っ
ぱ
り
、
自
分
で
何
と
か
し
な
く
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
ね
？
」

《
も
う
い
い
じ
ゃ
な
い
》

「
！
」

　
自
分
の
中
に
い
る
も
う
一
人
の
自
分
『
綾
音
』
が
言
っ
て
く
る
。

あ
や
ね

「
よ
く
な
い
。
私
は
、
過
去
と
の
決
着
を
つ
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
！
じ
ゃ

な
い
と
、
苦
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
の
！
！
」

《
ふ
ぅ
ん
。
で
も
さ
、
ホ
ン
ト
は
ま
だ
好
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
晋
助
の
こ
と
》

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
！
今
私
が
好
き
な
の
は
、
ト
シ
だ
も
ん
！
」

《
嘘
言
う
な
。
あ
の
時
計
だ
っ
て
、
一
度
捨
て
た
け
ど
、
ど
う
せ
ま
た
拾
う
ん

だ
ろ
？
》

「
・
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
・
・
・
な
い
。
私
は
・
・
・
・
嘘
な
ん
か
・
・
・
」

《
・
・
・
決
心
決
め
な
い
よ
。
あ
ん
た
は
結
局
、
ど
う
し
た
い
わ
け
？
》

「
・
・
・
・
・
私
は
・
・
・
・
過
去
の
清
算
を
し
に
行
く
」

《
よ
し
。
じ
ゃ
、
行
っ
て
お
い
で
。
ア
タ
シ
は
何
も
言
わ
な
い
》

「
う
ん
。
あ
り
が
と
う
」

　
綾
美
は
ベ
ン
チ
か
ら
立
ち
上
が
り
、
神
楽
を
置
い
て
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
っ

た
。

　
一
方
、
高
杉
達
は
・
・
・
。

「
晋
助
様
。
真
選
組
の
女
隊
士
が
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
る
っ
ス
よ
」

「
女
隊
士
？
・
・
・
・
あ
ぁ
、
ア
イ
ツ
か
」

「
ど
う
し
ま
す
？
殺
し
ま
す
か
？
」

「
・
・
・
・
出
来
る
な
ら
な
」

「
？
」

「
今
宵
は
か
ぐ
や
姫
が
舞
い
降
り
る
ぜ
」
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高
杉
は
三
味
線
を
ベ
ン
ッ
と
鳴
ら
し
た
。
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四
章
　
指
を
紙
で
切
る
と
痛
い
！
（
後
書
き
）

銀
：
綾
美
ち
ゃ
ん
が
高
杉
に
ィ
ィ
ィ
！
！
！
！

綾
：
う
る
さ
い
。

銀
：
綾
美
ち
ゃ
ー
ん
！
！
！
ま
さ
か
ア
イ
ツ
に
会
い
に
い
く
の
か
！
！
？
？

綾
：
・
・
・
・
悪
い
？

銀
・
土
：
ゼ
ッ
テ
ェ
ー
行
か
せ
ね
ェ
！
！
！

綾
：
・
・
・
・
な
ん
で
ト
ッ
シ
ー
ま
で
い
ん
の
？

土
：
ギ
ク
ッ

綾
：
も
う
い
い
わ
。
は
い
。
次
回
予
告
。

銀
：
つ
い
に
綾
美
と
高
杉
の
ヤ
ロ
ー
が
ぶ
つ
か
る
ぜ
！

綾
：
ま
、
期
待
し
て
て
よ
。



銀魂　外伝～戦場を謳った少女～

32

五
章
　
女
の
執
念
を
甘
く
見
る
な
。
（
前
書
き
）

結
構
短
い
で
す
。
何
故
か
と
い
う
と
、
次
の
話
で
す
べ
て
を
詰
め
込
む
た
め
で

あ
～
る
（
知
る
か
！
）
！
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五
章
　
女
の
執
念
を
甘
く
見
る
な
。

　
私
は
、
仲
間
に
友
に
愛
す
る
人
に
、
過
去
へ
と
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。
い
く

ら
手
を
伸
ば
し
て
も
届
か
な
く
て
、
私
は
刀
を
握
っ
て
、
す
べ
て
を
捨
て
た
。
・

・
・
・
捨
て
た
は
ず
だ
っ
た
。
け
ど
、
結
局
は
追
い
か
け
て
い
た
。
捨
て
き
れ

な
く
て
、
遠
ざ
け
る
こ
と
も
出
来
な
く
て
、
私
は
地
に
倒
れ
た
。

　
大
船
の
前
。

「
こ
こ
」

　
幾
野
寺
綾
美
は
刀
を
握
り
、
髪
を
上
の
ほ
う
に
結
ん
だ
。
そ
し
て
、
袖
を
紐

い
く
の
じ

あ
や
み

で
纏
め
た
。

　
船
の
上
に
上
が
る
と
、
大
勢
の
鬼
兵
隊
た
ち
が
綾
美
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。

「
・
・
・
・
ザ
コ
共
が
」

「
何
者
だ
！
？
」

「
・
・
・
・
そ
う
だ
な
。
ま
ず
名
乗
る
の
が
礼
儀
だ
な
。
私
は
、
幾
野
寺
綾
美

だ
。
お
前
は
？
」

「
来
島
ま
た
子
」

「
へ
ぇ
・
・
・
。
高
杉
の
部
下
か
。
さ
て
、
ア
ナ
タ
は
・
・
・
・
強
い
の
？
」

「
え
・
・
・
？
」

　
一
瞬
の
こ
と
だ
っ
た
。
突
然
目
の
前
か
ら
綾
美
の
姿
が
消
え
、
い
つ
の
間
に

か
ま
た
子
の
背
後
に
立
っ
て
い
た
。

「
チ
ッ
！
」

「
遅
い
」

　
綾
美
は
、
ま
た
子
が
銃
を
構
え
る
前
に
、
殴
っ
て
気
絶
さ
せ
た
。



銀魂　外伝～戦場を謳った少女～

34

　
高
杉
の
い
る
部
屋
に
、
兵
た
ち
が
ド
タ
ド
タ
と
や
っ
て
来
た
。

「
高
杉
様
！
女
が
・
・
・
、
女
の
侍
が
！
！
」

「
ふ
ん
。
来
た
か
」

「
捕
ま
え
て
、
全
部
吐
か
せ
ま
す
！
」

「
・
・
・
・
出
来
る
な
ら
な
」

　
高
杉
は
、
ク
ツ
ク
ツ
と
笑
っ
た
。
兵
た
ち
は
そ
れ
に
恐
怖
を
感
じ
、
汗
を
浮

か
べ
て
去
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
頃
、
真
選
組
屯
所
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
帰
っ
て
来
な
い
綾
美
を

心
配
し
、
誰
一
人
と
し
て
眠
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

「
綾
美
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
決
着
。
つ
け
て
く
る
よ
』

　
綾
美
の
部
屋
に
あ
っ
た
置
手
紙
。
そ
れ
に
は
涙
の
跡
。
書
き
な
が
ら
、
流
し

た
涙
の
跡
だ
っ
た
。
き
っ
と
、
も
う
帰
っ
て
来
な
い
つ
も
り
だ
ろ
う
。
生
き
て
、

帰
っ
て
来
れ
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
け
ど
、
彼
等
は
決

し
て
動
か
な
い
。
彼
女
の
誇
り
と
プ
ラ
イ
ド
の
た
め
に
。
彼
等
は
、
彼
女
の
帰

っ
て
来
る
場
所
で
待
ち
続
け
る
。

　
大
人
数
の
浪
士
た
ち
に
対
し
て
、
立
ち
位
置
を
ま
っ
た
く
変
え
ず
、
倒
し
て

い
く
。
す
べ
て
峰
打
ち
で
。

「
退
き
な
さ
い
。
用
が
あ
る
の
は
高
杉
だ
け
で
す
。
時
間
の
無
駄
で
す
」

　
綾
美
は
、
一
歩
一
歩
進
み
、
鬼
兵
を
倒
し
て
あ
る
部
屋
に
辿
り
着
い
た
。

「
よ
ォ
。
綾
美
」

　
そ
こ
に
い
た
の
は
、
煙
管
を
吹
か
し
て
微
笑
む
高
杉
晋
助
。



銀魂　外伝～戦場を謳った少女～

35

「
高
杉
。
・
・
・
・
決
着
、
つ
け
よ
う
」

　
汗
ば
ん
だ
腕
で
刀
を
上
げ
、
高
杉
に
向
け
て
言
い
放
っ
た
。
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五
章
　
女
の
執
念
を
甘
く
見
る
な
。
（
後
書
き
）

綾
：
あ
ー
ぁ
。
次
で
最
終
回
。
き
っ
と
ア
タ
シ
、
こ
の
ま
ま
・
・
・

銀
：
綾
美
・
・
・
。

綾
：
で
も
、
大
丈
夫
！
心
残
り
は
ご
じ
ゃ
い
ま
し
ぇ
ー
ん
！
・
・
・
あ
れ
？
こ

れ
っ
て
、
俗
に
言
う
『
ネ
タ
バ
レ
』
っ
て
や
つ
？
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最
終
章
　
現
実
は
背
筋
伸
ば
し
て
し
っ
か
り
見
ろ

　
ね
ぇ
、
知
っ
て
る
？
恋
人
同
士
っ
て
、
死
ん
で
も
い
つ
か
生
ま
れ
変
わ
る
時

も
、
想
い
が
強
け
れ
ば
、
結
ば
れ
る
ん
だ
っ
て
。
す
ご
い
よ
ね
。
ま
ぁ
、
私
た

ち
は
叶
わ
な
い
願
い
だ
け
ど
、
本
当
だ
っ
た
ら
、
素
敵
だ
よ
ね
！

　
綾
美
が
高
杉
と
甲
板
で
斬
り
合
い
始
め
て
か
ら
、
約
一
時
間
と
三
十
分
経
っ

た
。
高
杉
は
ま
だ
余
裕
そ
う
だ
っ
た
が
、
綾
美
の
体
力
は
限
界
に
近
か
っ
た
。

「
ハ
ァ
…
ハ
ァ
…
」

　
荒
い
息
遣
い
が
聞
こ
え
る
。
そ
の
中
、
何
人
も
の
高
杉
の
部
下
た
ち
が
、
見

て
い
た
。
息
を
飲
む
ほ
ど
の
斬
り
合
い
。
刃
と
刃
が
ぶ
つ
か
り
、
鈍
い
金
属
音

を
響
か
す
。
先
ほ
ど
降
っ
て
き
た
雨
は
更
に
強
く
な
り
、
少
し
ず
つ
二
人
の
体

温
を
奪
っ
て
い
く
、
厳
し
い
状
況
。
少
し
の
早
ま
っ
た
行
動
が
命
取
り
と
な
る
。

「
は
っ
。
や
る
じ
ゃ
な
い
」

　「
…
テ
メ
ー
も
な
」

　
ほ
ん
の
、
ほ
ん
の
一
瞬
だ
っ
た
。
高
杉
が
私
の
視
界
か
ら
消
え
、
声
を
聞
い

た
時
に
は
、
私
の
背
後
に
立
っ
て
い
た
。
私
の
ミ
ス
だ
。
体
温
が
奪
わ
れ
、
ボ

ー
っ
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
あ
ー
ぁ
。
馬
鹿
み
た
い
。

「
あ
ー
ぁ
。
畜
生
…
っ
！
」

　
刃
が
、
刀
身
が
私
を
貫
い
た
の
も
、
一
瞬
。
静
か
に
雨
の
音
に
消
さ
れ
た
肉

片
に
刺
さ
る
音
。
そ
し
て
、
血
飛
沫
を
浴
び
、
抜
か
れ
た
刀
。
フ
ラ
フ
ラ
と
腹

部
を
押
さ
え
な
が
ら
、
血
塗
れ
の
左
手
で
高
杉
に
凭
れ
掛
か
る
よ
う
に
し
て
胸

倉
を
掴
ん
だ
。
そ
し
て
、
脇
差
を
取
り
出
し
、
高
杉
の
袖
の
中
の
左
腕
に
刺
し

た
。

「
は
は
。
…
ば
ー
か
。
…
…
…
こ
こ
で
は
死
ぬ
け
ど
、
…
…
地
獄
の
底
か
ら
、

戻
っ
て
、
…
地
の
果
て
…
ま
で
、
追
い
…
…
か
け
…
、
や
る
。
そ
れ
ま
で
…
…
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せ
い
ぜ
い
、
死
ぬ
な
よ
」

「
…
あ
ぁ
。
い
い
ぜ
。
ど
こ
ま
で
も
追
い
か
け
て
来
い
」

「
…
…
へ
っ
。
や
っ
ぱ
、
ア
ン
タ
の
こ
と
…
…
、
大
ッ
嫌
い
！
」

　
綾
美
は
、
胸
倉
を
掴
む
手
を
離
し
、
そ
の
ま
ま
後
ろ
か
ら
、
海
に
落
ち
た
。

―
―
―
―
…
…
…
。

「
、
み
、
…
綾
美
！
！
」

　
目
を
開
け
る
と
、
自
分
の
顔
を
兄
・
義
明
が
覗
き
込
ん
で
い
た
。

「
…
…
近
い
よ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
」

　
あ
ぁ
。
い
つ
も
の
朝
の
光
景
だ
。

「
ほ
ら
、
起
き
ろ
、
寝
ぼ
す
け
！
朝
ご
飯
出
来
て
る
ぞ
」

　
ほ
ら
、
い
つ
も
み
た
い
に
笑
っ
て
く
れ
る
。

「
わ
か
っ
た
。
今
行
く
よ
」

　
い
つ
も
み
た
い
に
手
を
伸
ば
し
て
く
れ
る
。

「
あ
ら
、
お
は
よ
う
。
綾
美
、
お
皿
出
し
て
」

「
は
ー
い
」

「
義
明
、
お
父
さ
ん
も
起
こ
し
て
き
て
」

「
わ
か
っ
た
」

　
こ
れ
が
、
朝
の
日
常
風
景
だ
っ
た
。

「
お
は
よ
ぉ
…
」

「
あ
ら
あ
ら
。
さ
ぁ
、
食
べ
ま
し
ょ
う
か
」

「
は
ー
い
！
い
た
だ
き
ま
ー
す
！
！
」

　
あ
ー
ぁ
。
こ
っ
ち
が
現
実
で
、
あ
っ
ち
が
夢
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
幸
せ
だ

ろ
う
。
で
も
、
も
う
帰
っ
て
来
な
い
ん
だ
。
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―
―
―
…
、
あ
…
み
、
…
綾
美
。

「
？
」

　
―
―
―
綾
美
。
お
か
え
り
！

「
…
た
だ
い
ま
」

―
―
―
―
―
…
…
…
。

　
そ
の
後
。
や
は
り
、
綾
美
は
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
。
死
体
す
ら
発
見
さ
れ
ず
、

墓
す
ら
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
墓
は
、
彼
女
の
知
人
の
魂
に

こ
こ
ろ

ひ
っ
そ
り
と
立
て
ら
れ
た
。

　　
そ
し
て
、
紅
桜
編
に
突
入
す
る
。
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最
終
章
　
現
実
は
背
筋
伸
ば
し
て
し
っ
か
り
見
ろ
（
後
書
き
）

綾
：
私
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ね
。
ま
、
幸
せ
だ
か
ら
い
い
や
。
皆
様
、
こ
こ
ま
で

読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
こ
れ
か
ら
も
、
夢
見
獏

先
生
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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